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　障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら
共生する社会を実現させる（会則第2条）

調 査 研 究
広 報
利 用 者 支 援
研 修
虐待防止・権利擁護
特別委員会（災害対策）
障害者支援施設

部　会

委員会

しょうがい
ふくしのタネ
（特別会計事業）

日中活動支援
地域活動支援
児童発達支援
相 談 支 援
利 用 者
青 年

顧 問

社会福祉法人
埼玉県社会福祉協議会

（事務局）

日本知的障害者福祉協会

関東地区知的障害者福祉協会

監 事

正 副 会 長

評 議 員 会

理 事 会
理事24名～27名
（会長１名、副会長４名含む）

埼玉県発達障害福祉協会の目的

基　本　方　針

組　　織　　図

協会は障害のある人たちの権利を擁護し、協会活動への当事者参加を推進するとと
もに、障害のある人たちの理解を広げる啓発を行い、共生社会の実現を目指します1.
協会は国や埼玉県等に会員の実情や声を伝え、政策や制度に関する要望や提案をし
ていきます2.
協会は会員のつながりを活かして、地域における連携やネットワークづくりを進め、
地域福祉の向上に寄与します3.

協会は会員の社会貢献の一助となるべく、公益的取り組みや災害等の非常時の共助
を推進します5.
協会は様々な機会の創出を目指し、協力して人材の確保・定着・育成に努めます4.

協会はつねに変化する社会や地域の状況に応じ、組織強化を図ります6.

総 務
事務職員連絡会
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⃝国・県への物価高騰、人材確保、職員待遇の
改善に関する各種要望（正副・総務委員会）
⃝各部会での要望に関する意見集約、課題把握
の強化（利用者部会、他各部会）
⃝会員に向けた国、日本知的障害者福祉協会等
の情報の速やかな発信（事務局）

⃝利用者の社会参加の推進と取り組みの発信強
化（利用者部会、利用者支援委員会等）
⃝埼玉県主催の各種研修および事業等への協力
の継続（理事会）
⃝会員の社会貢献活動（災害対応、生活困窮支
援等）に関する情報の提供および各種事業へ
の協力（理事会）
⃝災害、感染症等の備えとしての防災倉庫の設
置拡充（災害対策委員会）
⃝共生社会を見据えた非会員事業所、他分野団
体等との交流、情報交換（理事会）

⃝ホームページのリニューアルと定期更新によ
る情報発信の強化（広報・事務局等）
⃝入会案内パンフレットの作成（正副・総務委
員会・事務局）
⃝準会員の加入要件、会費等の見直しの検討（正
副・総務委員会定期合同会議）

（１）物価高騰対策、賃金アップのための要望

⃝若年層に向けた情報発信、啓発・交流事業
（しょうがいふくしのタネ、広報委員会）
⃝会員ニーズに応じた各種研修、県外視察等の
実施（各部会、研修委員会等）

（２）福祉人材の確保・育成の取り組み

（３）会員拡大に向けた取り組みの実施

（４）�障害のある人たちの活動や社会貢献に
寄与する取り組みの継続

⃝事務局の機能強化のための業務委託料の増額
⃝理事定数の増員と担当業務の分散
⃝役員旅費規程等の策定
⃝埼玉県等の行政との連携強化

（５）協会の組織強化

令和7年度重点事業

令和7年度予算概要
【収入の部】

科　　　目 本年度予算額

１　会費収入 5,080,000

２　補助金収入 140,000

３　事業収入 4,813,000

４　助成金収入 126,000

５　寄付金収入 1,000

６　雑収入 1,000

７　特別会計繰入金収入 0

８　繰越金収入 12,025,771

合　　　　　計 22,186,771

【支出の部】
科　　　目

本年度予算額
款

１　会議費 830,000

２　事務費 4,740,000

３　事業費 3,635,000

４　諸支出金 2,134,000

５　予備費 10,847,771

合　　　　　計 22,186,771
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役職名 氏名 所属名 職名 選出部会
会長
（理事）長岡　洋行 どうかん 総合施設長 障害者支援

施 設 部 会
副会長
（理事）白石　孝之 りんごの家 施設長 障害者支援

施 設 部 会
副会長
（理事）酒井　依子 第２たかさご荘 管理者 地 域 生 活

支 援 部 会
副会長
（理事）岡部　浩之 さやか 総合施設長 地 域 生 活

支 援 部 会
副会長
（理事）松永　　斉 めぐみ園 事務局長 障害者支援

施 設 部 会

理事 長岡　　均 江南愛の家 施設長 会 長 推 薦

〃 倉上　重文 美里会 常務理事 〃

〃 中村　秀樹 久喜けいわ 施設長 〃

〃 内山　智裕 けやきの郷 総務部長 〃

〃 長原　千栄 嵐山郷 事業推進部
長 〃

〃 相浦　卓也 しびらき 施設長 障害者支援
施 設 部 会

〃 佐藤　義剛 梨花の里 施設長 〃

〃 高澤　　守 杉の子学園 相談地域課
長 〃

〃 内山　洋史 デイセンターウィズ 施設長 日 中 活 動
支 援 部 会

役職名 氏名 所属名 職名 選出部会

理事 齊間　匡彦 平徳会 総合施設長 日 中 活 動
支 援 部 会

〃 松本　　哲 川口太陽の家 総合施設長 〃

〃 山本　　宏 さくら草 総合施設長 〃

〃 四方田勇介 ワークスしんあい 主査 〃

〃 根岸　瑞栄 第二はぐくみ園 総合施設長 〃

〃 清水　　剛 ウイング 統括施設長 地 域 生 活
支 援 部 会

〃 柏田愛希子 久美愛園 施設長 児 童 発 達
支 援 部 会

〃 服部　幸子 わかゆり学園 児童係係長 〃

〃 伴野　　智 ひまわり学園 育成課長 〃

〃 山路　久彦 さいたま市大宮区障害者
生活支援センター みぬま 管理者 相 談

支 援 部 会

〃 大野　　真 障害者相談支援セン
ターなずな

相談支援専
門員 〃

〃 髙畑　勇斗 りんごの家 主任 青 年 部 会

監事 新井　　浩 さいたま市社会福祉
事業団槻の木 所長

〃 宇藤　玉枝 親愛南の里 施設長

障害者支援施設部会
役　職 氏名 所属名・職　名
部 会 長 白石　孝之 りんごの家　総合施設長
副部会長 相浦　卓也 しびらき　施設長
副部会長 松永　　斉 めぐみ園　事務局長

青年部会
役　職 氏名 所属名・職　名
部 会 長 髙畑　勇斗 りんごの家　主任
副部会長 原　　萌恵 志木彩の杜いろは　支援員
副部会長 清水　陽子 久喜けいわ　主任支援員
副部会長 中山　　舞 居宅介護事業所ぽれぽれ　リーダー

日中活動支援部会
役　職 氏名 所属名・職　名
部 会 長 内山　洋史 デイセンターウィズ　施設長
副部会長 齊間　匡彦 平徳会　総合施設長

地域生活支援部会
役　職 氏名 所属名・職　名
部 会 長 酒井　依子 第２たかさご荘　管理者
副部会長 岡部　浩之 さやか　総合施設長

相談支援部会
役　職 氏名 所属名・職　名
部 会 長 山路　久彦 さいたま市大宮区障害者生活支援センターみぬま　管理者
副部会長 大野　　真 障害者相談支援センターなずな　相談支援専門員

児童発達支援部会
役　職 氏名 所属名・職　名
部 会 長 柏田愛希子 久美学園　施設長
副部会長 服部　幸子 わかゆり学園　児童係係長

総務委員会
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 齊間　匡彦 総合施設長
副委員長 中村　秀樹 久喜けいわ　施設長

調査研究委員会
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 山本　　宏 さくら草　総合施設長
副委員長 君島　勇一 報恩施設　施設長

広報委員会
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 四方田勇介 ワークスしんあい　主査
副委員長 内山　洋史 デイセンターウィズ　施設長

利用者支援委員会
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 佐藤　義剛 梨花の里　施設長
副委員長 塩田奈都子 めぐみ園　リーダー

研修委員会
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 大野　　真 障害者相談支援センターなずな　相談支援専門員
副委員長 山下　朋和 すいーつばたけ　所長

虐待防止・権利擁護委員会
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 相浦　卓也 しびらき　施設長
副委員長 梅田　　耕 川口市障害者相談支援センターみぬま　主任相談支援専門員
副委員長 竹野谷　秋 さいたま市岩槻区障害者生活支援センター 相談支援専門員

災害対策委員会（特別委員会）
役　職 氏名 所属名・職　名
委 員 長 内山　智裕 けやきの郷　総務部長
副委員長 岡部　浩之 さやか　総合施設長
副委員長 那須野　豊 どうかん　施設長

役員名簿

正副部会長名簿 正副委員長名簿

（任期：令和７・８年度、順不同・敬称略）

（任期：令和７・８年度、
順不同・敬称略）

（任期：令和７・８年度、
順不同・敬称略）
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「
し
き
彩
の
杜
い
ろ
は
」
は
、
生
活
介

護
20
名
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
10
名
の
多

機
能
型
事
業
所
で
す
。
こ
の
度
、
令
和
５

年
７
月
に
協
会
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
邑
元
会
は
、
平
成
14
年

に
さ
い
た
ま
市
に
「
障
害
者
支
援
施
設
し

び
ら
き
」
を
開
設
し
、
障
害
福
祉
事
業
を

始
め
ま
し
た
。
荒
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
あ

る
志
木
市
に
は
、
長
ら
く
障
害
の
あ
る

方
々
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
１
か
所
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令
和
元
年
４
月

に
、
志
木
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
を
活

用
し
、
市
内
初
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
し

て
「
し
び
ら
き
ハ
ウ
ス
し
き
彩
の
杜
」
を

整
備
し
ま
し
た
。併
設
の「
相
談
セ
ン
タ
ー

し
き
彩
の
杜
」
で
は
、
市
か
ら
の
委
託
相

談
と
計
画
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
ろ
は
」
は
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
か
ら
徒
歩
１
分
の
立
地
に
、
同
年
８
月

に
整
備
し
た
通
所
施
設
で
す
。
11
月
に

は
、
１
階
に
「
パ
ン
と
ピ
ザ
の
お
み
せ 

Ｈ
ｏ
Ｈ
ｏ
Ｅ
Ｍ
ｉ
」（
ほ
ほ
え
み
）
を
開

店
し
、
地
域
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
翌
年
に
は
、
い
ろ
は
の
裏

手
に
「
し
び
ら
き
ハ
ウ
ス
志
木
中
宗
岡
」

を
2
棟
開
設
し
、こ
れ
ら
を
総
称
し
て「
し

き
彩
の
杜
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
一
帯
に
は
、
古
く
か
ら
続
く
お
祭

り
が
行
わ
れ
る
神
社
も
あ
り
、
い
ろ
は
の

利
用
者
さ
ん
・
職
員
は
、
普
段
か
ら
〝
四

季
お
り
お
り
の
彩
り
〟
に
あ
ふ
れ
る
環
境

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
介
護
で
は
、
利
用
者
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
の
好
み
に
応
じ
て
、
軽
作
業
や
自
主
製

品
づ
く
り
、
外
活
動
や
農
作
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

で
は
、
Ｈ
ｏ
Ｈ
ｏ
Ｅ
Ｍ
ｉ
で
の
製
パ
ン
、

地
域
の
施
設
・
大
学
等
へ
の
納
品
・
販
売
、

市
役
所
の
清
掃
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
の
台
風
や
、
そ
の
後
の
コ
ロ
ナ

禍
で
、
開
設
当
初
は
活
動
に
さ
ま
ざ
ま
な

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
季
節
を

感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
や
旅
行
、
音
楽
や
芸
術

活
動
な
ど
を
め
い
っ
ぱ
い
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

Ｈ
ｏ
Ｈ
ｏ
Ｅ
Ｍ
ｉ
の
お
客
様
を
は
じ

め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
日
常
的
な
接

点
が
多
く
、
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
に
は

と
て
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
年
の

夏
の
神
社
の
お
祭
り
と
、
秋
の
「
し
き
彩

祭
り
」
は
、
お
互
い
に
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
つ
く
り
あ
げ
る
形
と
な
り
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
現
在
、
志
木
・
新

座
・
朝
霞
の
３
市
か
ら
通
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
身
近

に
あ
た
た
か
い
地
域
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
事
業
所
で
す
。

　
近
隣
に
は
市
役
所
と
川
沿
い
に
整
備
さ

れ
た
公
園
等
の
エ
リ
ア
が
あ
り
、
い
ろ
は

の
由
来
と
な
っ
た
「
い
ろ
は
橋
」
や
「
い

ろ
は
樋
」
と
い
っ
た
歴
史
を
感
じ
る
ス

ポ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し

の
際
は
、
ぜ
ひ
し
き
彩
の
杜
に
も
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。パ
ン
と
ピ
ザ
、と
っ

て
も
お
い
し
い
で
す
よ
！

　『
し
き
彩
の
杜
い
ろ
は
』

施設紹介
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